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伊
太
利
に
於
げ
る
農
業
枇
曾
化
運
動

農
業
枇
曾
化
症
軌
の
二
方
両
ご
そ
の
消
長

農
業
枇
曾
化
運
動
は
、

一
面
に
於

τは
農
地
の
松
布
制
を
臨
出
し
て
之
を
刷
命
日
の
日
公
布
に
移
苫
ん
ご
す
る
も
の
で

あ
り
、
他
両
に
於
て
は
農
業
の
各
農
家
に
よ
る
例
別
的
経
倍
を
威
し
て
之
を
凶
・
米
其
他
の
公
共
凶
館

ω直
楼
仁
す

る
が
、

さ
な
く
ば
生
産
岩
り
共
同
組
合
を
組
織

L
て
共
手
に
依
て
経
営
せ
ん
ご
す
る
も
の
で
あ
る
o

此
の
雨
方
面

は
併
せ
行
は
れ
る
に
依
て
完
全
な
る
農
業
枇
品
目
化
た
る
こ
ご
を
畑
町
べ
き
も
の
た
る
は
言
を
侠
た

F
る
所
で
ゐ
る

が
、
老
の
一
方
に
け
が
行
は
れ
る
の
で
も
不
完
全
な
が
ら
農
業
副
曾
化
の
迩
動
允
る
を
失
は
な
い
。
た
し
て
従
求

副首

3長

川

V

太
利
に
於
け
る
農
業
祉
台
北
町
出
動

部
ニ
イ
三
谷

(
弟
二
悦
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~~主

伊
太
引
に
川
町
り
る
且
業
批
合
仕
辺
助

銘
↑
イ
一
ニ
笹

(
部
ニ
抗

) 

一
七
六

諸
国
に
於
て
論
議
せ
ら
れ
叉
多
少
質
地
に
試
み
ら
れ
た
る
所
を
見
れ
ば
、

ご
か
〈
土
地
所
有
の
方
而
が
先
づ
考
へ

ら
れ
、
又
は
此
の
方
面
に
重
き
が
泣
か
れ
、
彼
の
一
般
的
な
る
土
地
制
度
改
革
運
動
ご
共
に
、
好
ん
で
論
先
訓
策

も
せ
ら
れ
い
.
又
賀
行
運
動
ご

L
て
も
或
ほ
の
人
々
仁
依
て
指
が
染
的
ら
れ
た
の
で
あ
る
o

然
る
に
農
業
の
経
営
仁

闘
す
る
方
而
に
至
つ
て
は
、

ぜ
か
〈
問
題
は
第
二
段
に
泣
か
れ
、
同
じ
経
鍔
ご
い
ふ
中
に
在
っ
て
も
、
普
通
の
耕

作
に
闘
す
る
方
面
は
、

正
か
(
後
川
地
し
に
苫
れ
る
風
が
あ
っ
た
o

印
も
例
へ
ば
農
産

川
品
川
化

ω問
題
に
於
て
は
、

削
剥
諮
り
如
き
方
面
は
生
席
者

ω
共
M
組
八
日
の
如
き
に
依
て
総
笹
す
る
純
度
に
ま
で
は
、

か
な
ち
早
〈
か
ら
其
道
が

開
り
て
来
て
ほ
出
る
は
れ
ド
と
も
、

止
z
k
、也

E
4
)
1下
こ
っ
、

C
主、

『策竹

1
4
7
1
6
J
f
l
-
し

J

i

川
間
山
氷
川
品
(
他
の
公
共
闘
健
が
之
を
直
接
に
経

行
上
の
問
題
ご
は
な
り
件
な
か
っ
た
り
で
あ
る
。

露
西
国
に
於
け
る
経
消
組
織
の
以
本
的
改
革
事
業

ω如
き
も
、
土
地
私
布
制
の
一
般
的
厳
止
ご
い
ふ
こ

a

乙
だ
け

は
、
兎
も
角
法
制
上
に
於
て
は
一
皮
質
現
せ
ら
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
け
れ

Y
石
、
由
民
事
総
笹
川
り
方
而
に
至
っ
て

は
、
岡
家
の
古
川
内
凸
も
共
産
農
村
り
経
笹
も
、
大
抵
は
た

v
紙
上
の
討
剖
た
る
に
終
っ
て
、
殆
ん
V
」
多
く
資
総

ω見

』
の
方
面
仁
於
で
は
失
敗
た
る
を
否
み
難
か
っ
た
。
或
は
ニ
の
方
面

る
に
足
る
も
の
な
〈
、
労
農
政
府
め
政
策
は

の
失
敗
か
ら

Lτ
経
済
政
治
一
般
に
闘
す
る
労
農
政
府
の
制
策
が
破
綻
を
繕
ひ
制
聞
き
に
至
っ
た
ご
見
て
よ
レ
か
も

-
知
れ
な
い
。

拙著『農業祉世主義主組合『止骨主義』部一面HI.:tà ~ñi上官主義』要事町1
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農
業
副
曾
化
運
動
は
農
地
の
所
有
に
闘
す
る
方
而
Z
農
事
の
経
替
に
闘
す
る
方
面
ご
が
、
粂
ね
行
は
れ
る
の
で

性
即
日
は
限
れ
勝
も
で
あ
る
。
従
て
問
題
は
主
正
ー
し
て
法
制
上
の
問
題

Z
L
t
取
扱
は
れ
、

一
般
的
に
土
地
花
布
制

朕!叫ゆ鈴伶ぢt哲十決 pj1N戻駒内包ハ吋神句伊働問弁特4

hlot-し
1
、

1

p

l

 

ほ
ん
ご
の
枇
曾
化
正
は
い
は
れ
な
い
こ
ど
の
明
炉
な
る
に
拘
ら
す
、
従
来
ど
か
〈
土
地
所
有
の
方
面

が
先
づ
問
題
に
せ
ら
れ
た
の
に
は
、
色
々
理
肉
が
め
る
o

印
ち
一
つ
に
は
、
農
地
の
な
有
制
を
廃
し
て
之
を
日
目
有

に
移
す
ピ
い
ふ
こ
ご
は
、
一
冗
来
法
制
上
の
問
題
た
る
性
質
が
多
く
求
に
旧
制
は
れ
て
居
て
、
農
業
封
地
の
問
題
た
る

そ
の
も
の
、
可
否
ど
か
、
土
地
が
本
来
有
す
る
公
共
的
性
質
ピ
か
い
ふ
や
う
な
こ
ど
が
問
題
の
山
政
官
駄
ピ
も
な
り

面耐

3ti 

和
大
別
に
於
け
る
政
指
M
A
M
M

引
器
問

都
一
」
1

三
容

(
第
二
掠

4二
ヒ

叉
踊
着
制
ピ
も
な
っ
て
、
多
〈
は
机
上
論
的
に
取
扱
は
れ
、
公
布
制
が
私
有
制
に
比
し
て
謡
か
に
介
理
的
な
る
こ

ご
や
、
従
て
制
度
改
革
の
必
要
柏
駅
〈
べ
か
ら
さ
る
よ
ご
や
が
、
経
済
論
ピ
じ

τよ
h
J
も
寧
ろ
人
権
論
正

L
て
決
定

的
に
論
断
せ
ら
れ
る
風
で
あ
っ
た
o

然
る
に
農
劫
の
経
倍
ご
い
ふ
こ
ご
仁
な
れ
ば
、
そ
れ
は
技
術
ピ
経
済
と
の
問

題
で
あ
っ
て
、
然
か
も
賀
際
的
に
生
産
の
質
守
山
事
げ
な
け
れ
ば
な
ら
の
必
要
の
件
っ
て
離
れ

F
る
も
の
で
あ
り
、

人
間
己
[
て
の
椎
利
己
か
刷
合
の
秩
序
ご
か
い
ム
こ
と
に
は
直
接
陶
係
が
無
〈
て
・
主
ご
し
て
枇
曾
経
済
ピ
各
農

中
部
総
務
ご
に
倒
係
[
た
問
題
で
あ
る
o

所
が
農
業
の
技
術
己
絞
傍
ピ
の
寅
際
に
於
け
る
経
験
か
ら
見
れ
ば
、
農
業

は
白
作
主
義
的
に
鯨
鍔
す
る
が
、
生
産
の
貨
を
耐
躍
り
る

J
か
ら
見

t
も
・
又
農
家
の
都
務
上
の
獅
立
営
維
持
す
L

上
か
ら
見
て
も
・
蹴
る
有
利
で
あ
っ
て
長
所
を
持
ウ

τ居
る
ピ
ゼ

E
れ
、
少
〈
正
も
共
同
的
解
倍
以
普
遍
の
耕
作

や
同
誌
の
如
き
に
於
-L
は、

ご
か
〈
十
分
な
る
成
功
を
以
て
行
法
れ
雑
L
Z
せ
ら
れ
た
。

帥
も
自
作
曲
凪
主
義
は
政



'I倫

五直

川
伊
太
利
に
ぬ
け
る
操
業
副
合
化
町
出
動

第
二
十
三
番

(
都
ニ
掛

叫

七

i¥ 

く
べ
か
ら
ざ
る
賞
際
的
根
懐
を
有
す
る
も
の
正
せ
ら
れ
た
u

そ
し
て
又
大
農
総
務
同
ご
小
農
経
営
ピ
の
比
較
に
つ
い

て
も
、
北
九
り
俊
劣
は
怖
に
大
い
な
る
論
争

ω的
ざ
な
っ
て
、
批
ぬ
か
も
そ
の
論
断
は
決
定
的
に
は
山
県
へ
ら
れ
す
、
少

〈
正
も
小
農
経
鋒
は
一
概
に
不
都
合
の
も
の
ど
は
見
る
を
得
べ
か
ら
争
、
そ
の
ト
仔
山
酬
の
地
盤
は
頗
る
堅
固
で
め
っ

℃
・
場
合
に
よ
っ
て
は
大
農
経
勝
目
よ
ム
リ
も
力
強
き
地
盤
を
告
す
る
も

ω手
も
信
じ
ら
れ
て
居
る
有
品
川
で
あ
る
。
抽
拙

べ

τ斯
様
な
次
第
で
ゐ
る
が
錦
に
、
農
業
枇
曾
化
運
動
ご
し
て
も
、
土
地
所
有
に
閲
す
る

U
而
が
、

ゃ
、
安
一
脚
の

態
度
を
以
て
(
自
信
ゐ
る
越
度
を
以

τ
正
樹
ふ
て
も
よ
い
で
ゐ
ら
う
)
推
奨
せ
ら
れ
又
貨
現
り
試
が
行
は
れ
る
に
拘

ら
十
、
農
業
経
畿
の
方
面
は
ご
か
〈
問
題
が
後
廻
し
に
せ
ら
れ
、
叉
論
議
せ
ら
れ
で
も
梢
々
蹴
踏
の
件
ふ
嫌
ゐ
る

を
品
加
れ
得
与
か
っ
た

ωで
あ
る
。

そ
れ
に
又
次
仁
は
、
従
来
農
業
枇
品
目
化

ω問
越
は
や
土
ご
し
て
枇
品
目
主
義
者
の
間
に
於
て
問
題
己
せ
ら
れ
、
又
そ

の
資
行
運
動
も
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
人
も
知
る
如
(
、
枇
曾
主
義
運
動
は
、
十
九
世
紀
を
通
じ

τの
其
の
畿

遠
の
有
様
か
ら
見

τ明
hr
な
る
や
う
に
、
鴬
初
は
一
般
的
に
又
は
部
分
的
に
忍
有
財
産
制
に
闘
す
る
論
難
己
改
革

運
動
正
に
ま
に
カ
療
を
入
れ
・
普
通
に
共
産
主
義
や
集
産
ト
土
義
正
い
は
れ
る
一
淑
の
も
の
は
、
主
に
所
有
制
の
否
認

ご
改
草
子
乞
中
心
正
し
て
議
論
を
立
て
、

一
方
は
花
有
財
産
制
全
部
を
否
認
し
他
方
は
資
本

ω私
有
制
を
否
認

L
、
之
に
代
ふ
る
に
会
有
制
を
以
て
せ
ん
ご
す
る
鮎
が
そ
の
特
徴
を
潟
す
も
の
、
如
く
考
へ
ら
れ
て
居
た
。
帥
も

概
し
て
護
主
制
曾
主
義
は
、
所
有
制
に
謝
し
て
攻
撃
を
集
註
し
、
叉
之
を
改
廃
す
る
こ
ご
に
依

τ併
せ
て
経
済
組



織
特
に
生
産
組
織
を
改
造
せ
ん
ご

L
た
の
で
ゐ
品
。
之
が
柏
崎
め
に
農
業
副
九
百
化
に
闘
し
て
も
亦
、
奮
き
枇
曾
主
義

" 

者
は
ご
か
〈

y↓う
L
て
も
農
地
の
所
有
に
闘
す
る
こ
正
を
先
づ
第
一
の
問
題
正
せ
ゴ
ロ
る
を
得
F
る
立
場
に
在
っ
た

次
第
で
、
従
t
農
業
刷
曾
化
運
動
そ
の
も
の
に
於
て
は
、

ヨ
』
の
方
而
が
先
づ
表
面
に
立
つ

τ進
み
行
〈
姿
を
示
す

」、"

ニ
ピ
、
な
る
を
見
れ
な
か
っ
た
り
で
あ
る
。

然
る
に
制
品
目
正
義
中
に
在
つ
一
て
も
近
時
の
傾
向
に
於
て
は
、

所
有
制
よ
ち
も
却
っ
て
先
づ
生
産
組
織
に
闘
す
る

併
L
ピ
に
か
〈
由
民
世
求
刑
曾
化
運
動
が
主
ど
し
て
枇
曾
主
義
者
の
聞
か
ら
辿
つ
穴
ご
い
w

ふ
載
貨
は
、

右
に
越
ぷ
る

‘~をf帝京烹弔問す;n寓調官摂器禁謂諸冨努寂主主て~"，.，司肺月

方
面
が
多
〈
問
題
ピ
せ
ら
れ
、
生
産
組
織
り
改
匙
特
に
一
艇
岬
州
勢
働
制
の
成
止
に
依
h
、
崎
労
働
者

ω
自
主
的
な
る
共

同
組
令
に
仙
出
品
生
産
の
向
円
治
的
管
狸
が
主
張
せ
ら
れ
る
こ
正
、
な
っ
た
。
剖
も
か
の
サ

γ
ヂ
カ
リ
、
ユ
ム
や
ギ
作
ド

耐
曾
主
義
な
い
と
じ
於
て
之
を
見
る
こ
正
の
出
来
る
や
う
に
、
資
本
主
義
印
有
す
る
根
本
の
不
都
合
は
貸
備
労
働
制

な
れ
ば
、
先
づ
之
を
股

Lτ
自
主
的
時
労
働
組
織
を
諮
る
こ
に
に
依
b
雑
て
経
一
尚
一
般
に
捗
る
改
芯
山
事
業
は
行
は

る
べ
き
も

ωご
せ
ら
れ
る
風
が
・
著
明
な
る
仁
至
っ
た
o

拡
仁
於
て
か
農
業
刷
品
目
化
の
運
動
仁
閥

L
て
も
、
農
地

a
f
-
-
}
1
1
2
-
l
J
i
g
-

防
ヰ
UV
こ
己
も
i
f
4
主
力
、

そ
れ
よ
り
も
先
づ
同
労
働
者
じ
依
る
鹿
山
中
艦
倍

ω自
主
的
管
理
の
滋
を
聞
く
一
」
正
が
、

最
も
大
事
な
-
」
ど
に
て
考
へ
ら
れ
る
風
も
山

τ来
る
に
至
っ
た
。

前

'il'1: 

伊
大
利
に
於
け
る
世
誕
舵
bw牝
運
動

第
二
十
三
笹

(
第
二
蹴

:11. 

t二
ゴし

~ル.

枇
曾
主
義
的
傾
向
中
の
段
迩
ご
相
伴
つ

t
、
農
業
品
川
曾
化
迦
動
に
於
て
も
亦
常
初
主
ご
[
て
農
地
の
所
有
に
闘
す

る
方
面
が
問
題
己
せ
ら
れ
た
と
理
由

ω
一
商
を
明
か
じ
す
る
に
足
る
も
の
た
る
を
失
は
な
い
の
で
わ

pt
斯
〈
℃



九

“川

1~ 

世
大
利
に
於
け
る
此
業
枇
命
化
辿
叫
叫

第
二
寸
三
谷

へ
お〉

抗

，、
) 

il 

O 

上
に
一
不
す
純

hyω
鹿
山
hr
ら
L
工
、
従
来
百
か
(
操
業
枇
命
化
漣
動
は
先
づ
農
地
公
有
制
賞
現
の
辿
幼
さ
し
て
後

民
L
、
農
業
経
倍
に
附
す
る
そ
ゆ
公
共
化
の
方
面
は
、

ゃ
、
之
仁
随
伴
し
て
畿
日
成
し
た
る
雌
あ
る
を
知
る
こ
正
が

出
来
る
次
第
で
あ
る
。一一

伊
太
利
の
農
業
共
同
粧
皆
組
合

伊
太
利
に
於
り
る
農
業
枇
曾
化
運
動
は
、

上
に
辿
べ
た
る
農
業
副
曾
化
運
動
の
二
方
面
に
闘
L
Jし
は
、

勿
論
耐

万
而
に
跨
っ
た
も
り
で
ゐ
る
が
、
然
し
常
初

ω
試
ご
し

τは
先
つ
農
業
の
共
同
経
営
に
依
て
H(
的
批
品
目
化
を
賀
川
弘

せ
ム
ご
す
る
越
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
此
的
立
味
仁
於
/
し
伊
太
利
の
操
業
枇
命
化
運
動
は
上
仁
一
市

L
た
る
従
来

普
通
の
傾
向
仁
封
じ
て
一
機
軌
を
山
せ
る
も
の

E
も
説
ふ
こ
己
が
出
来
る

L
、
文
一
新
時
期
を
治
h
出
せ
る
も
の

芭
も
鵡
ム
こ
正
一
か
出
来
る
。
ピ
に
か
〈
農
地

ω
所
有
よ
h
も
農
業
特
に
耕
作
総
俸
を
共
同
に
行
ム
-
)
t
e
f
先
に

L
、
土
地
は
共
同
組
合
に
於
て
地
主
か
ら
一
一
機
め
に
借
b
受
け
、
借
地
の
上
に
共
同
事
業
を
行
ひ
、

一
の
共
同
小

作
組
合
正
し

τ、
後
足
し
た
る
鮪
に
於
て
最
も
注
目
に
低
し
叉
研
究
に
値
す
る
の
で
ゐ
る
o

そ
し
工
又
そ
れ
が
由
民

業
の
刷
骨
川
化
ご
い
ひ
乍
ら
、
国
家
や
地
方
自
治
健
が
土
地
を
公
有
に
し
て
其
所
仁
会
替
農
業
を
行
ふ
道
筋
に
治
ふ

τ行
は
れ
る
の
で
は
な
く

L
て
、
労
働
者
一
的
自
畿
的
努
力
に
依
り
、
崎
労
働
組
合
運
動
ご
の
漣
総
の
上
に
、
生
産
者

自
身
の
共
同
組
合
が
お
ら
れ
て
、
英
手
に
依
F
1
4
A
(

同
的
に
農
耕
経
帥
営
を
行
ひ
、

そ
の
道
に
沿
ム

τ漸
戎
農
業
枇
品
目



化
の
貨
を
暴
げ
ん
正
し
て
居
る
勤
も
、
注
意
己
研
究
ご
に
値
す
る
所
た
ら

5
4
を
待
な
し
。

尤
も
伊
太
利
の
共
同
農
業
組
合
は
後
に
通
ぶ
べ
き
が
如
く
、

そ
の
組
織
と
粧
品
目
方
法
正
に
於
t
少
F
ら
れ
ヲ
而
日

hr
具
に
す
る
も
の
が
一
括
手
れ
て
居
る
か
ら
、
従
て
其
の
口
的
・
じ
す
る
所
も
多
少
づ
、
単
一
な
ら
u
d
る
を
得
r
A
C

号
}

ど
を
見
辿
L
t
は
な
ら
旧
制
。
た
V

並
(
中
に
在
つ

τ札
曾
主
義
者
に
依
て
哨
滋
ぜ
ら
れ
、
又
賀
行
せ
ら
れ

t
居
る
所

の
も
の
を
見
れ
ば
、

そ
れ
等
は
明
か
に
生
産
者

ω自
治
的
共
同
組
合
に
依
て
鹿
市
甲
山
経
抗
日
を
行
ひ
、

初
は
土
地
は

借
用
し
て
共
同
小
作
組
合
ご
し
て
進
ん
可
行
〈
り
れ
ど
も
、
や
が
て
は
組
合
白
井
が
土
地
舎
購
入
所
有
[
て
土
地

ピ
農
胡
正
の
雨
方
面
に
捗
っ
て
共
同
制
を
十
叩
き
、
完
全
な
る
操
業
枇
曾
化
に
向
っ
て
並
み
、

か
、
る
組
合
が
多
数

に
俊
生
し
互
に
漣
絡
し

τ漸
次
そ
の
普
及
を
見
る
ζ

ど
に
労
力
せ
ん
己
す
る
も
の
で
あ
る
o

そ
L
て
此
単
に
依
。

て
無
産
階
級
の
解
放
を
質
現
し
、
生
産
手
段
の
刷
曾
化
ピ
い
ふ
怠
昧
に
於

τ農
地
の
刑
曾
化
を
行
ひ
、
叉
農
業
の

自
治
的
共
同
経
営
仁
依
℃
農
業
時
労
働
者
的
も
奥
山
り
生
産
お
た
る
者
り
企
業
家
支
配
か
ら
の
解
放
を
行
ひ
、
一
舵
備
労

働
制
を
昌
殿

Lτ
共
同
生
産
組
織
り
質
現
を
潟
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
o

そ
し
て
伊
太
利
に
於
て
農
業
融
合
化
的
誕
動
が
.
何

先
づ
土
地
ゆ
日
公
有
制
り
質
行
ご
い
ふ
道
に
依
ら
な
し

で
、
却
っ
て
労
働
者
の
共
同
的
自
主
総
勝
目
ご
い
1

ふ
氾
仁
依
勺

FL
行
は
れ
る
仁
王
っ
た
か
の
理
由
仁
つ
い
て
は
、
色

与
の
こ
Z
が
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
o
'
印
も
第
一
に
は
、
伊
太
利
に
於
り
る
此
的
運
動
が
、
そ

ω第
一
歩
は
十
九

世
紀

ω末
葉
二
八
入

0
年
代
)
に
於

τ着
げ
ら
れ

t
h
ご
は
い
へ
、
漸
く
宵
材
運
動
ご
し
て
棋
を
下
ろ
し
雄
て
普

日、占

議

伊
太
利
に
於
け
る
陸
業
社
合
化
誕
副

(
第
二
批

;; 

j九

ML
ニ
イ
三
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論

叢

世
太
利
に
於
け
る
農
業
祉
曾
化
辿
到

第
-
一
十
一
二
審

( 
，，~; 

w 

且E

;c 
) 

丹、

-
A
L後
達
す
る
に
至
っ
た
の
は
二
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
F

}

正
で
ゐ
り
、
近
時
の
畿
麗
で
あ
る
が
締
め
に
、
ヲ
'c 

し

τそ
れ
が
主
ご
し
て
は
此
曾
主
義
思
怨
に
依

τ導
か
れ
る
・
も
の
だ
っ
た
絡
め
に
、

そ
の
祉
命
日
主
義
的
傾
向
に
於

て
は
、
先
に
逃
ぺ
た
新
し
い
枇
合
主
義
ピ
し
て
山
w
y
ン
ヂ
カ
ジ
メ
ム
な
ど
の
影
響
を
受
付

ι，
』
正
の
多
か
つ
仕
事

貨
が
考
へ
ら
れ
る
。
謂
ふ
迄
も
な
(
ヲ
ジ
デ
カ

y
j
ム
は
仰
胸
西
、
伊
太
利
、
西
班
牙
な

E
を
地
盤
と
し
て
資
生

し
た
も
の
で
あ

b
、
そ
の
後
生
ご
畿
速
は
や
は

b
十
九
佐
紀

ω米
国
ぶ
か
ら
二
十
位
料
に
か
け
て
の
こ
正
で
あ
る
o

そ
し
℃
そ
の
傾
向
に
は
革
命
的
の
も
の
己
穏
和
な
る
も
の
ご
ゐ
b
、
相
川
山
計
査
的
の
も
の
ご
計
査
的
の
も
の
古
ゐ

る
。
き
れ
ば
伊
太
利
に
於
り
る
枇
曾
主
義
思
想
正
し
て
す
ン
ヂ
カ

yJA
ム
が
カ
を
有
L
、
農
業
枇
命
化
運
動
に
つ

い
て
も
、
サ
Y

ヂ
カ
リ
ズ
ム
の
主
張
す
る
所
の
反
影
せ
る
は
、
調
は
い
蛍
然

ωこ
ご
で
ゐ
っ
て
、
労
働
者
の
解
放

が
主
眠
、
己
せ
ら
れ
、

そ
の
賞
行
後
ご
し
て
自
主
的
共
同
生
産
組
織
が
考
へ
ら
れ
、

ナ
ン
ヂ
カ

1
Z
し
て
の
勢
働
者

の
自
治
困
挫
の
推
奨
さ
れ
た
る
は
理
解
そ
易
量
所
で
ゐ
る
。
之
が
斜
め
に
伊
太
利
り
共
同
耕
作
組
合
は
、
土
地
の

所
有
よ
り
も
質
地
経
俸
を
先
ご
し
‘
他
人
の
土
地
を
借
り
て
も
先
づ
自
治
的
共
同
生
産
組
合
を
作
つ

τ、
北
(
借
地
を

進
み
行
か
ん
ご
し
た
の
で
あ
る
o

併
し
此
の
主
義
ご
し
て
の
立
場
よ
h
来
る
考
慮
ご
併
せ

τ是
非
日
比
遁
し
て
な
ら
?
」
ピ
は
、
伊
太
利
に
於
け
る

農
業

ω貨
際
事
情
で
ゐ
る
o

そ
L
て
伊
太
利
に
農
業
共
同
経
笹
組
合
が
先
づ
大
い
に
畿
注
す
る
に
至
っ
た
理
由
E

し
て
は
、
此
の
質
際
事
情
が
最
も
重
き
を
潟
せ
る
も
の
で
め
る
か
も
知
れ
ぬ
。



今
や
成
〈
知
ら
れ
て
居
る
が
如
〈
、
伊
太
利

ω農
業
共
同
経
楼
組
合
は
、
同
岡
内
に
在
つ

τも
主
に

V

V

9

ロ
ン
バ

W

ず
1
H
A

で
、
;
ノ
ア
の
三
州
に
畿
這

L
て
居
る
の
で
あ
る
。
加
川
て
今
伊
太
利
に
於
け
る
農
業
の
賞
状

じ
っ
ぃ

τ見
る
に
、
岡
闘
に
在
つ
て
は
土
地
の
所
冶
ピ
農
業
経
轡
ご
が
古
〈
か
ら
分
離
し
て
!
ま
っ
て
居
h
、
然

か
も
土
地
の
所
有
は
大
地
主
制
を
主
ご

L
、
農
民

ω多
数
以
小
作
人
ざ
な
っ

τし
ま
っ
た
。
そ
し
て
大
地
主
的
多

数
は
不
在
地
主
で
あ
っ
て
、
共
の
土
地
所
有
分
配
不
平
均
の
紋
況
は
南
方
に
至
る
は

Y
一
甚
し
い
の
で
め
る
。

j

片
ヂ
!
の
加
さ
に
在
つ
イ
-
は
、

二七
1血
0) 

一
制

ω
み
が
自
作
せ
ら
れ
他
の
九
制
は
小
作
さ
れ
工
泊
る
有
総
な
b
ご

す
る
o

北
目
部
地
方
に
は
地
主
ピ
分
盆
小
作
人
己
反
仰
労
働
者
E
が
併
存
し
、
相
-
民
間

ω此
命
的
問
陥
は
多
大
で
、

地
主
ご
小
作
人
ご

ω一
間
に
も
主
従
の
闘
係
に
近
い
V

閥
係
が
布
在
し
て
居
る
次
第
で
あ
る
。

そ
こ
で
向
ほ
右
仁
掲
げ
た
三
州
に
於
て
農
業
共
同
経
鋒
組
合
の
殺
注
し
た
理
由
に
つ
い
て
見
る
に
、
組
合
は
且

ミ
咽
ノ
ア
に
於
て
最
も
早
〈
殺
生
し
た
の
で
あ
る
が
(
一
九

O
二
年
)
此
州
其
他
北
部
及
中
部
の
諸
州
に
在
つ
て
は
、

共
同
耕
作
組
合
は
主
ご
し
て
惜
労
働
組
合
の
指
導
に
依
っ
て
出
来
上
が
h
、
共
の
日
的
ご
す
る
所
は
失
業
り
時
期
に

際
し
て
組
合
員
に
峨
を
得
せ
し
む
る
こ
ご
に
存

L
、
抽
労
働
者
を
猿
鍬
し
そ
の
供
給
過
剰
な
る
地
方
か
ら
供
給
不
足

の
地
方
に
移
設
し
て
、
供
給
の
平
均
を
計
る
こ
ご
は
肢
も
必
要
の
こ
=
、
せ
ら
れ
た
o

古
れ
ば
エ
ミ
リ
ア
に
於

τ

最
初
に
裁
ら
れ
た
る
共
同
紙
管
組
合
の
如
き
も
大
農
地
を

一
子
に
借
受
け

τそ
の
共
同
総
俸
を
行
ぴ
、

組
合
員
に

多
〈
の
仕
掛
を
授
〈
る
こ
ご
に
努
力
し
た

ωで
あ
る
o

そ
し
て
此
の
事
情
は
特
に
北
部
地
方
に
於

τ甚
L
〈
、
あ

高向

(
第
三
載

n 

入

耳塁

世
大
刺
仁
於
吋
る
農
業
献
台
北
担
勘

第
二
十
三
倍

" ン
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言而

伊
大
利
に
於
け
る
農
業
枇
台
化
誕
励

協

ー十

巻

(
第
二
腕

。
) 

l' 
U地

議

ま
り
外
川
聞
に
移
住
し
な

ν同
地
力
で
は
人
口
の
増
加
は
本
世
記
に
入
っ
て
か
ら
特
に
目
立
つ
や
う
に
な
り
、
労
働

り
お
給

ω調
節
を
計
る
一
}
芯
は
快
ぐ
べ
か
ら
ぎ
る
必
要
で
あ
っ
た
。

然
る
に
ド
旧
制
伊
太
利
に
在
つ
て
は
事
情
之
に
反
し

同
地
方
は
人
口
も
比
般
的
稀
掛
川
で
古
(
か
ら
農
業
振
は

十
、
農
地
の
般
世
出
t
M
M

〈

土
地

ω
川
別
水
Lγ

山
林
り
H
H

他
山
性
的
噌
】
己
か
ら
始
め

τか
、
ら
ね
ば
却
制
作
は
行
は
れ
雛

〈
、
従
て
多
く
の
資
本
を
嬰

L
、
そ
の
結
以
前
に
も
逃
ぺ
た
や
う
に
大
地
主
が
多
く
て
、
然
か
も
夫
等
は
所
制
資

本
支
地
主
で
ゐ
り
大
抵
不
在
地
主
で

そ
の
所
布
地
の
管
理
は
中
間
的
投
機
者
流
に
委
か
ヨ
れ
、

、
.
、
.
、

そ
れ
が
又
小
作
に
附
せ
ら
れ
る
有
徒
で
あ
る
。

ト
下
4
h
E
川川ト

ノ

t
t
o
'
I
ノ

作
人
に

一
手
に
大
農
地
が
貸
県
へ
ら
れ
て
、

か
、
る
な
仏
怖
の
下
に

於
℃
質
際
小
作
を

1
る
者
的
小
作
料
負
路
近
〈
そ

ω生
活
の
み
む
め
な
る
べ
き
は
謝
ふ
迄
も
な
じ
。

そ
し

r

し
此

ω

欣
山
山
は
特
に
シ
ジ
リ

1
に
於
て
甚
し
か
っ
た
も
川
り
に
か
ら
、

小
作
人
共
は
、

此
の
忌
む
べ
く
惟
む
べ
き
中
間
小
作

人
を
排
除
し
、
そ
れ
等
が
上
前
を
は
ね
る
に
り
や
節
約
し
て
も
自
分
共
の
般
入
は
多
(
な
る
わ
り
ピ
か
ら
、
主
己

し

τそ
の
日
的
山
匁
め
に
共
同
組
合
企
組
織
し
、
地
主
か
ら
直
接
に
由
民
地
を
備
受
付
て
、
小
作
農
業
を
楼
'
り
こ
己

に
気
迎
合
段
々
治

h
成

L
て
来
化
の
で
あ
る
。

き
れ
ば
同
じ
農
業
共
同
紙
倍
純
令
で
あ
う
て
も
、
北
部
及
そ
れ
に
近
い
中
'
叩
の
も
の
ご
市
部
及
そ
れ
に
逗
レ
中

日
)
L
J
t
r
主
、
大
豊
二
合
て
是

}
E
L
L
ご
日
仙
?
と
を
異
に
せ
き
る
を
符
な
か
円
た
υ

企

H
U

心

、

寸

」

ノ

M
M
1
4
J

心

H

F

A

A

n

E

3

そ
L
τ
北
部
め
も
の
は

間
県
民
な
る
共
同
縦
笹
組
合
正
し
て
成
立
て
る
に
反
し
て
、
市
部
の
も
の
は
制
令
内
部
に
於
て
経
営
は
組
A
H
H
貝
に
附

Unyd， op. cit. 82 fl". 両同熊本主民『伊弘、利に}j'}ける'"上命正義者由良業経皆』
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叫
M
V

ん
リ
一
二
r
S
町
中
A
a
J
t

り

U
H
M
h
u
'
h
，Z
1
L

・1
L
お
V

た
u
y

或
和
的

J

事
柄
ザ
ド
り
に
つ
い

lc組
合
の
手
で
共
同
に
行
ふ
に
過
ぎ
な
い
も
の
が
多
い
o
フぐ

れ
に
叉
政
的
上
り
閥
係
正
{
一
市
汲
上
の
闘
係
己
が
入
b
交
っ
て
カ
を
及
ぼ
し
て
居
る
も
り
だ
か
ら
、
伊
太
利
の
農
業

共
同
組
合
は
そ
の
性
質
ご
目
的
ご
組
織
正
に
つ
い
て
、
分
頬
の
行
は
れ
古
る
ぺ
か
ら
古
る
も
の
が
ゐ
る
ο

農
業
共
同
経
営
組
合
の
程
別

伊
太
利
に
行
は
れ
1
居
る
農
業
共
同
経
後
組
介

ω艇
凪
百
組
蹴
に
は
普
通
二
凡
悼
の
川
川
ゐ
り
正
せ
ら
れ
る
が
川
県
山

刺
に
見
れ
ば
三
柿
別
ゐ
り
ご
す
る
引
-
ご
が
山
来
る
o

一
は
純
粋
な
る
共
同
附
柏
崎
明
白
で
あ
っ
て
組
合
以
共
同
に
士
地
を
一

伯
受
付
(
又
は

部パザJ
は
所
心
付
[
)
組
合
の
手
に
依
て
共
同
的
に
経
後
す
る
も
の
で
あ
る
ο
(
〉
B
Z
E
N
O
口

o
-
z
a
d

山

(

リ

0
ロ《出
N

【。ロ。

口
三
訂
)

二
は
組
合
が
或
科
皮
の
共
同
一
胡
務
を
行
ふ
け
れ
ド
と
土
地
は
之
を
仰
別
的
に
組
合
員
に
依

て
耕
作
総
替
せ
し
む
る
も
の
で
ゐ
品
。
(
〉
訟
は
E
N
O
什

o-F民
話
仰
の
o
E
E
Oロ
o
ロ
E
E
)
一
一
一
は
土
地
を
共
同
に
伯

入
札
地
例
的
に
組
合
員
に
制
慌
て
、
、
経
鋒
せ
し
む
る
も
の
で
、
第
二
柿
に
一
胤
す
己
見
る
こ
ご
も
山
本
市
る
が
、
又
湖

立
山
り
回
目
を
有
す
る
も
の
た
る
を
失
は
な
い
。

布
等
三
郎
の
経
径
組
織
の
中
・
純
粋
内
共
同
級
倍
た
る
第
一
一
倒
の
も
の
に
在
つ
て
は
、
耕
作
経
勝
目
は
単
一
な
る

共
同
管
刈
ゆ
下
に
行
は
れ
、
経
盤
上

ω発
務
は
組
合
内
定
め
た
る
規
約
に
従
つ

τ組
合
員
に
依
て
共
同
に
賀
行
苫

れ
品
。
組
合
員
は
経
皆
上
の
附
労
働
に
従
事
す
る
限

h
に
於

τは
組
合
か
ら
賃
金
を
支
梯
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

市

ョ直

ノ、
'Ji. 

伊
太
利

ι礼
服
け
る
農
業
枇
合
化
山
地
勤

銘
一
一
十
時
一
巷

{
第
二
抑
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司市

ヨ品

川V
大
利
に
於
げ
る
農
業
批
合
化
川
地
到

弟
一
十
一
一
を

(
第
二
腕

-λ
一ハ

賃
金
は
常
該
地
方
に
於
り
る
普
通
の
農
業
協
約
に
従
ひ
最
高
級
が
限
定
さ
れ
て
あ
る
。
然
l
週
前
は
賃
金
傾

ω

定
部
分
(
例
へ
は
入
制
)
に
い
を
京
都
度
支
給
せ
ら
れ
、
時
世
治
は
業
務
年
度
の
移
h
に
於

τ縦
皆
上
の
品
川
剃
利
得
の

間
賞
ピ
合
せ
て
受
取
る
こ
ど
に
な
っ
て
賠
る
o

利
盆
の
配
常
は
各
組
合
員

ω持
分
に
勝
じ
て
配
賞
せ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

組
合
員
の
持
分
的
数
付
組
合
に
よ
り
均
一
な
の
も
あ
れ
ば
不
均
一
な

ωも
め
る
c

次
に
第
二
冊
た
る
伽
別
的
縦
俊
組
織
の
も
の
は
、
農
地
仁
附
し
て
多
数
の
倒
立
な
る
総
楼
明
位
が
出
来
て
居

h
、
そ

ω
一
つ
々
々
が
組
合
員
に
ほ

τ伽
別
に
経
倍
さ
れ
る
の
壬
あ
っ
て
、

組
合
的
共
同
機
闘
は
地
主
己
の
交
捗

共
他
叫
割
地
主
聞
係
ケ
挫
L
る
叩
)
己
、
、
第
三
者
に
針
す
る
交
沙
部
務
-
?
ピ
行
ふ
こ
正
を
以
て
主
化
る
任
務
己
す

る
o

併
し
組
合
は
又
定
欺

ω定
む
る
所
に
従
ひ
例
へ
ば
農
問
機
械
の
眺
入
及
利
則
合
純
令
共
同
ゆ
計
算
に
於
て
行

ひ
、
又
利
子
肥
料
等
の
共
同
時
入
を
錯
し
、
又
山
肱
嵐
物

ω共
同
-
以
貨
を
錦

f
等
ぬ
こ
ど
を
任
務
正
す
る
こ
正
も
勿

諭
少
〈
な

ν
の
で
あ
る
。

次
に
約
一
二

ω机
類
金
銭
す
も
の
は
、

耕
作
経
典
品
が
組
合
員
伽
別
的
に
行
は
れ
る
鮎
に
於
て
は
第
二
椛
の
も
の
ご

山
市
山
は
な
い
が

たい
γ

土
地
は
之
を
地
制
の
原
則
に
従
ひ
組
合
の
手
に
依
J

し
谷
川
械
が
成
る
べ
(
同
一
同
制
値
を
宿
す

る
も
の
な
る
が
如
〈
に
分
割
し
、
各
'
品
川
合
員
は
納
鍛
等
の
方
法
に
依
て
共
一
山
単
位
阪
城
を
引
受
り
f
l

耕
作
経
営
す

る
の
で
あ
る
o

そ
し
て
組
合
は
た

v
此
の
均
分
な
る
割
留
を
行
ひ
地
主
及
釣
三
者
に
到
し
て
組
八
日
民
を
共
同
的
に

代
表
す
る
に
り
の
こ
子
炉
」
す
る
の
で
も
よ
い
が
、
叉
定
款
の
規
約
に
従
ひ
技
術
上
の
指
導
を
悠
し
作
物
の
輪
作
に



闘
す
る
計
査
を
立

τ、
叉
組
合
金
健
一
り
利
盆
の
勉
め
に
緋
鋤
橋
和
北
(
他
の
重
要
な
る
作
業
を
共
同
に
行
ふ
こ
ご
も

ゐ
h
得
る
o

郎
も
そ
の
貰
肢
は
地
方
に
よ
り
組
合
に
よ
り
多
少
づ
、
相
違
す
る
を
耳
目
れ
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
三
川
仰
の
縦
後
組
織

ω中
第
一
一
刊
の
も
の
は
多
く
エ
ミ
リ
ノ
ア
及
ギ
ロ
ニ
ア

何日目一一
P
回

o-cm
ロ
旬
、
地
方
に
行
は

tも

第
二
刊
の
も
ゆ
は
ゲ
エ
ネ
チ
ア
、
巾
郎
H

ン
バ

W

ヂ

1
〈

0
2
2
p

〔い

2
5
-
F
O
E
E丘
可
に
多
〈
、
第
三
稲

ω
も
の
は
V
V
リ

1
北
(
他
巨
大
燥
地

(
F
Z
F
E
H
)
の
多
く
存
す
る
所
に
行
は
れ
て
居
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
地
方

々
々
に
依
て
農
地
正
農
業
ご
農
民
ご
の
到
際
刑
怖
が
臭
っ
て
股
ゐ
が
縛
め
に
求
は
仏
米
っ
た
現
象
た
ゐ
に
外
な
ら

な
い
の
で
あ
っ
工
、
品
今
で
は
此
り
W
M
m
肌
正
い
ふ
-
』
己
が
最
も
力
強
き
決
定
を
潟
す
姿
素
た
る
ニ
吉
が
質
詮
さ
札

て
居
る
ο

け
れ
H

と
も
常
初
は
多
少
北
、
恥
が
今
日
ご
異
っ
て
居
た
の
で
ゐ
っ
て
、
政
治
上
の
大
勢
力
た
る
枇
品
自
主
義

者
三
司
キ
白
ヤ

y
y
y
ク
川
県
正
一
炉
、
地
の
共
同
組
合
運
動

ω指
導
仁
つ
い
て
も
各
々
其

ω立
場
正
す
る
所
に
操
っ
て
選

-e 0¥ミ

ゐ所
るを
O{)奥

し

前
者
は
純
粋
な
る
共
同
経
営
を
越
ぷ
に
反
し
て
後
者
は
分
制
的
な
る
共
同
経
倍
を
可
ご
し
た
の

す
ぺ

1
斯
の
如
く
な
る
が
故
仁
、
仰
太
利
の
農
業
共
同
総
倍
組
合
は
北
(
ゆ
組
織
の
上
が
ら
昆
工
分
狐
の
必
要
あ

る
に
加
へ

τ、
政
治
的
関
係
hv
ら
も
北
(
の
所
脱
上
凶
別
の
認
む
。
へ
き
も
の
が
あ
る
o

卸
ち
一
方
じ
は
枇
曾
主
義
者

ω指
J

帯
J

」
勢
力
ご
の
下
に
立
つ
組
合
運
動
ゐ
る
ご
岡
山
に
、
他
方
に
は
キ
ヤ
Y

ソ
ツ
ク
窯
又
は
借
侶
諜
ご
見
ら
る

ぺ
き
勢
力
下
じ
そ
の
指
v
み
に
依
て
進
み
行
〈
組
合
が
あ
る
。
そ
れ
に
又
例
り
ア
ア
y

V

ス
ト
が
賞
棋
を
獲
る
に
至

i，J官
4J主

伊
大
刊
に
於
り
る
農
業
枇
A
v
t誕
助

(部一一蹴

第
二
十
三
血
管

"、
七

熊同開J:>>.出村氏前J品論文Lloyd， a. a. O. pp. 79-81 7) 
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前

:;r.t 

世
大
別
に
於
け
る
農
業
祉
合
化
誕
勤

第
二
十
三
容

(
第
二
親

凹
) 

F、
八』

つ

τか
ら
は
、

是
の
勢
力
も
亦
-
』

ω
農
業
共
同
終
傍
組
合
の
上
に
及
ん
で
、

そ
の
指
導
ご
反
而
に
は
又
そ
の
撲
盤

己
は
組
合
仁
取
っ
て
最
も
痛
切
な
る
利
害
関
係
を
有
つ
も
の
た
ら

F
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
此
の
最
後
の
事
情
に

つ
い
て
は
後
に
解
説
す
る
一
℃
あ
ら
う
が
、
抜
仁
J

も
亦
組
合
り
杭
別
を
逃
ぷ
る
じ
常
っ
て
、

一
言
し

τほ
(
必
要
が

あ
る
。殊

に
注
京
一
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
-
、
ピ
は
、

乱
肌
曾
主
義
者
の
勢
力
の
下
仁
在
う
で
、

純
粋
な
る
農
業
共
同
総
脚
訟
を

行
ふ
一
』
ご
を
以
dL
任
務
と
す
る
組
合
ピ
、

き
う
で
な
く

τ組
合
員
各
自
の
制
別
的
な
る
獅
立
経
畿
を
認
め
之
を
基

磁
ご

L
一1
組
合
を
作
り
組
合
は
た
hv

或
析
の
限
ら
れ
た
る
共
同
事
業
十
一
行
ふ
仁
過
ぎ
ざ
る
も
の
ご
で
は
、
岡
じ
く

共
同
組
合
た
る
乍
ら
、
そ
の
性
質
の
甚
に
同
じ
か
ら
さ
る
も
の
あ
る
こ
ピ
之
で
あ
る
o

又
組
合
同
貝
の
例
別
的
経
替

を
骨
川
す
組
合
に
在
り

τも
、
土
地
を
均
一
一
肌
値
の
も
の
に
分
割

L
て
一
秘
の
地
割
制
を
以
て
絞
借
り
共
同
組
織
を

立
て
、
居
る
も
の
ご
.
然
ら
す
し

τ不
均
一
な
る
農
地
ピ
農
業
ピ
を
組
令
員
各
自
に
一
任
し
て
行
は

L
め
る
も
の

ご
で
は
、
多
少
性
質

ω凹
出
る
断
あ
る
を
認
め
ゲ
る
べ
か
ら
す
、
地
抑
制
に
は
何
E
な
し
仁
一
川
曾
主
義
的
卒
等
制
酬
の

容
れ
ら
れ
た
る
ゐ
る
に
反

L
て
、
不
均
一
な
る
分
制
経
曲
目
に
は
平
等
似
の
件
ふ
断
は
少
〈
.
制
人
主
義
制
を
基
礎

ご
し
て
之
に
多
少
の
共
同
主
義
を
加
味
せ
る
判
何
度

ωも
の
が
多
い
。

此
等
の
匝
別
か
ら

L
t
、
伊
太
利
の
農
業
共
同
組
合
は
、

そ
の
性
質
よ
り
之
を
昆
て
、
剖
机
曾
主
義
的
な
る
共
同

組
合
た
る
も
の
ご
、
産
業
組
合
的
な
る
共
同
組
合
北
る
も
の
ご
の
併
存
分
立
を
示
し
て
居
る
も
の
ご
見
る
ニ
て
が



出
来
る
o

他
の
言
葉
を
以
て
い
へ
ば
、
普
通
に
生
産
的
共
同
組
合

P
O
Lロ
互
〈
問
。

P
O
E
E
R
E枠
内
ロ
己
呼
ば
れ
る
も

‘.、.、.

の
ご
生
産
者
共
同
細
川
口

HJaロ
r
z口
問
自
由
古
田
n
r
m
p
ピ
呼
ば
れ
る
も
の
ご
が
併
作
し
て
居
る
正
見
て
よ
い
の
で
あ

る
O

前
者
は
甜
ふ
迄
も
な
〈
哀
の
共
同
主
義
で
あ
っ
て
、
荷
も
組
合
を
組
織
す
る
か
ら
に
は
、

ぞ
の
組
合
が
一
般

ど
な
っ
て
自
己
の
責
任
に
於
て
農
業
を
将
傍
し
、
経
倍
に
闘
す
る
一
切
の
こ
正
は
そ
の
経
借
主
髄
た
る
組
合
が
白

ら
之
を
行
ふ
の
で
め
る
。
従

τ組
合
員
は
組
九
n員
ご
し
て
は
外
部
じ
封
L
て
各
自
の
経
持
上
の
組
側
立
を
失
ふ
は
勿

論
の
ヨ
】
ご
、
組
合
の
内
部
関
係
に
於
て
も
獅
立
の
経
鋒
主
位
た
る
こ
ど
な
く
、
組
合
ご
い
ふ
獅
立
の
人
協
内
に
融

合
[
、
従
て
組
合
副
業

ω損
得
ご
も
に
一
切
共
同
に
負
開
:
。
次
第
で
ゐ
る
。

き
れ
ば
組
合
は
現
庇
の
企
業
組
織

内
に
在
つ

τ生
産
の
業
務
に
働
く
も
の
で
は
あ
る
け
れ
円
も
、
今
日
の
企
業
が
事
業
に
件
ふ
損
得
を
企
業
家
一
身

に
引
受
付
て
第
働
者
に
は
庶
政
の
聞
係
な
か
ら
し
む
る
ご
同
封
b
、
組
合
員
各
自
が
す
ぺ

τ共
同
的
に
、
儲
か
れ
ば

分
配
し
、
損
す
れ
ば
共
同
に
負
擬
す
る
の
で
め
っ
て
、
企
業
組
織
に
劉
立
す
る
意
味
に
於
け
る
共
同
組
織
で
あ

る
。
此
鮎
か
ら
見
て
此
秘
の
農
業
共
同
組
合
は
、
十
分
な
る
特
色
を
持
っ
て
居
る
の

rが
、
純
然
た
る
共
産
組
織

ご
し
て
は
ま
に
十
分
徹
底
せ
る
も
の
た
る
を
待
な
い
所
あ
る
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
泊
。
併
し
そ
れ
が
所
調
共
同

的
生
産
組
合
吋
苫
己

c
r
z
A
E
2
ω
E
E
E沖
正
し
て
従
来
刷
曾
主
義
者
の
唱
道
し
て
居
る
所
の
も
の
に
該
常
可
る
ニ

ご
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
所
で
あ
る
o

そ

L
て
之
に
依
て
農
業
献
曾
化
の
運
動
を
十
分
に
行
は
ん
ご
す
る
士
山
も

認
め
て
や
ら
ね
ば
な
ら
刷
所
で
あ
る
u

前

骨量

伊
太
別
に
於
け
る
農
業
厳
令
化
運
醐

第
二
イ
一
}
↑
を

il 
抗

五

λ 
ゴL
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議
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動
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二
ト
三
世
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二
挽
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一九
O 

然
る
に
組
合
は
ゐ
h
乍
ら
組
合
員
各
自
が
農
地
を
倒
別
に
引
受
け

τ狗
立
に
経
営
す
る
純
獄

ωも
ω
に
至
っ
て

は
、
そ
吋
組
織
は
識
は
い
聯
邦
組
織
み
た
や
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
各
支
分
闘
は
国
家
ご
し
1
犬
々
倒
立
の
両
日

を
心
付
し
又
獅
立
の
機
能
を
備
へ
乍
ら
、

た
い
・
市
副
正
か
外
交
ご
か
枕
務
ピ
か

ω聞
係
に
於
工
聯
邦
政
府
が
各
支
分

凶
に
共
通
り
引
務
を
行
ぴ
共
同
的
に
外
Jd
仰
に
約
し
て
各
支
沙
幽
を
代
求
す
る
が
如
〈
、
組
合
員
は
各
自
農
業
企
業

家
記
し
て
肌
州
立

ω絞
殺
を
行
ひ
乍
ら
、

た
V
叫
肱
川
機
械
の
共
同
購
入
比
共
同
利
川
、
神
子
や
肥
料
の
共
同
購
入
、

生
産
物

ω共
同
販
員
等
の
こ

Z
を
組
合
の
子
に
依
て
共
同
に
行
ひ
、
又
組
合
機
聞
か
各
組
合
員
を
外
国
叫
に
封
[
て

共
同
的
じ
代
表
す
る
も
の
た
る
に
過
ぎ

ω。
き
れ
ば
此
柿
の
組
合
は
其
の
性
質
は
普
通
の
虎
業
組
合
ご
多
〈
回
去
る

所
な
き
も
の
で
あ
っ
て
、
濁
立
な
る
生
産
者
の
共
同
組
合

po含
宮
内
民
間
自
。
田
E
R
E『
円
た
る
に
過
ぎ
な

ν。
卸
も

組
合
は
産
業
組
合
正

L
て
の
利
用
組
合
Z
購
買
組
合
ご
販
責
組
合
子
宮
策
饗
す
る
も
の
で
ゐ
つ

τ、
そ
の
限
り
の

性
質
に
於
て
は
普
通
の
農
村
産
業
組
合
Z
多
〈
異
る
所
が
な
い
。
た
い
併
し
乍
ら
地
主
に
封
し
て
農
地
の
関
係
仁

於

τ組
合
員
を
共
同
的
に
代
表
し
、
そ
の
貸
借
傑
件
其
他
に
つ
し
て
共
同
的
協
定
を
治
す
駄
が
特
色
を
瀦
す
も
の

た
る
を
見
る
o

け
れ
ど
も
此
秘
の
事
務
も
普
通
の
産
業
組
合
組
織
を
以
て
し
て
之
を
錯
し
得
べ
か
ら
ざ
る
性
質
の

事
務
で
は
な
い
か
ら
、
此

ω共
同
事
務
を
行
ム
古
い
ふ
に
り
の
理
由
で
、
伊
太
利
に
於
け
る
此
叩
仰
の
組
合
ぞ
普
通

の
産
業
組
合
己
は
全
然
別
純
の
も
の
な
り
正
論
ふ
こ
ご
は
出
来
ぬ
。

き
れ
ば
要
す
る
に
此
種
の
第
二
制
形
式
に
扇

す
る
組
合
は
大
鵠
に
於
て
之
を
産
業
組
合
吉
見
亡
差
支
な
い
の
で
ゐ
る
。
従
て
此
積
の
組
合
が
与
ヤ

y
y
ッ
ク
設
…



に
依

τ支
持
せ
ら
れ
、

従
前
政
治
上
の
二
大
調
抗
勢
力
た
b
L
刷
曾
黛
手
キ
ヤ

y
リ
ノ
ッ
ク
黛
古
が
、
各
々
農
業
共

フ
u
F
ク
テ
ァ
、
グ

F
ヅ
セ
〆
シ
ヤ

y
ト

プ

ロ

ヅ

ク

テ

ν
・
グ
ノ
ク
セ
シ

ι
マ
7
1
r

一
方
は
共
同
的
生
産
組
合
た
る
伯
質
の
も
の
を
推
奨
L
・
他
方
は
生
産
者
共
同
組
合
わ
H

川町制哨

同
組
合
を
指
導
し
乍
b
、

る
性
質
の
も
の
を
推
奨
し
た
る
-
』
己
、
淘
に
故
ゐ

b
E
し
な
け
れ
ば
な
ら
品
。

そ
Lτ
彼

ω第
三
種
の
形
式
仁
属
す
る
も
の
は
制

uuy性
質
上
右
二
稲
新
聞
の
も
の
、
中
間
に
位
す
る
ピ
見
る
の

外
な
〈
、
然
か
も
大
健
第
二
柿
鋲
じ
風
し
乍
ら
第
一
一
純
の
も
の
、
立
場
ど
す
る
所
を
加
味

L
た
る
も
山
正
見
て
差

町
内
品

RhwNH。ロ
O
H
Cロ
Emw
品
川
以
の

o
E。
百
円
〉
四
日
ユ
(
ロ
巴

E
p
d
E
O
D
。
同
〉
四
円
目
。
区
一

E
E
-
旬。ハ凶作

E
昨日。ロ
ω)

の
戦
中
る
所

岡野:r:;:;--ココぉιぶ再開繍轍鞠醗籾糠嚇鰯研爾嚇係一、

支
な
か
る
ぺ
き
で
ぬ
る
o

生
は
前
世
紀

ω末
葉
に
在
る
け
れ
ど
も
、

そ
-
」
で
容
考

ω翁
に
此
等
各
械
の
農
業
共
同
組
合
の
数
を
示
し
て
み
や
う
な
ら
ば
、
農
業
共
同
組
合
は
を
の
拠
出

一九

O
二
年
以
後
急
に
後
述
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
、

一
九

O
六
年
に

に
よ
れ
ば
、
組
合
総
数
一

O
入
で
ゐ
っ
て
就
中
二
五
は
共
同
経
営
的
の
も
の
で
ゐ
b
入
三
は
伺
別
経
響
的
の
も
の

で
ゐ
っ
た
。

一
九
二
二
年
に
至
つ
一
ー
は
筋
肉
労
働
者
に
依
る
共
同
経
鋒
的
組
合
の
み
で
も
入
三
の
多
き
ド
注

L

1~ 
O 

一
九
一
六
年
の
航
路
に
つ
い
l

統
計
及
持
働
者
の
統
計
年
報
の
示
す
所
に
よ
れ
ば

一
、
一
一
一
七
一
の
農
業
共
同

組
合
あ
り
正
せ
ら
札
た
が
此
中
に
は
版
寅
、
購
買
、
養
銭
組
合
等
ch
包
合
さ
れ
て
居
る
。

一
九
二
一
二
年
の
岡
際
勢

働
時
報
叶
Z
F
R
E色。
E
ニ
』
『

0
5
u
t
R
H
o
q
に
依
れ
ば
農
業
組
合
全
附
聯
合
合
(
キ
ヤ

y
y
ツ
ク
)
に
属
す

る
組
合
は
今
、

一
二
じ
及
び
農
業
供
給
共
同
組
合
伊
太
利
聯
合
曾
(
中
立
)
の
所
属
組
合
員
数
は
三
十
五
両
人
で

一九

言問

本

伊
大
相
に
於
け
る
良
心
主
枇
合
化
誕
削

第
二
十
ニ
笹

(
弟
二
蹴

七

九



t首

議

川

V

大
利
に
於
け
る
農
業
枇
合
化
誕
醐

tm
二

t
=一巻

(
第
四
一
斑

ノ一、

ブL

組
合
九
三
九
仁
分
泌
し
、
農
業
共
同
組
合
会
岡
山
岬
令
曾
(
刷
合
主
義
者
の
組
合

1
l
f
ロ
一
一
ア
)
仁
は
一
、
二
ハ
一

の
組
合
が
崩
し
そ
の
組
合
員
七
兆
二
千
六
百
五
十
六
人
ご
註
せ
ら
れ
た
。

四

連
動
の
政
治
化
三
北
後

上
仁
越
ぷ
る
が
如
〈
伊
太
利
の
農
業
共
同
組
合
は
た
い
に
共
組
織
に
闘
し
て
硫
別
を
立
で
な
け
れ
ば
な
色
町
制
の

み
な
ら
宇
、
共
の
政
治
ト
北
び
じ
宗
数
上
の
所
凶
じ
闘
Lτ
数
別
し
工
取
扱
は
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
品
質
拡
を
皐

L

た
。
そ
し

τ共
ω所
凶
に
閲
す
る
色
分
り
は
大
戦
時
及
其
以
後
仁
於
工
盆
々
明
瞭
に
な
h
・
そ
れ
が
縛
め
に
一
時

は
大
V

な
る
混
乱
を
見
、
共
同
組
令
運
動
の
後
遺
を
阻
害
す
る
仁
至
っ
た
o

以
下
少
し
〈
々
の
紋
況
に
つ
い

τ槻

察
可
る
で
あ
ら
う
o
-
尤
も
説
く
所
は
一
般
的
仁
共
同
的
な
組
合
運
動
に
閲
す
る
b
の
で
あ
る
か
ら
、
猫
A

リ
農
業
共

同
経
笹
組
合
に
つ
い
V

工
の
み
弦
に
逃
京
る
が
如
き
事
怖
が
後
生
し
た
も
め
=
了
解
し
て
は
な
ら
凶
。
農
業
共
同
経

管
組
合
を
も
合
め
普
通
の
産
業
組
合
に
も
沙
っ
た
底
い
似
察
E
あ
る
。

大
戦
附
中
に
於
て
は
中
怖
山
必
要
か
ら
伊
太
利

ω共
同
組
合
運
動
は
大
V

に
促
進
さ
れ
、

休
戦
後

ω政
援
に
件

っ

τは
、
組
合
聞
の
政
治
的
所
腕
に
闘
す
る
問
題
か
ら
、
大
い
な
る
混
乱
が
生
守
る
に
至
っ
た
。
加
も
先
イ
枇
食

，h .. -_" 

主
義
者
の
支
配
下
じ
在
る
共
同
組
合
は
一
九
日
一

O
年
二
月
入

H
仁
岬
紘
一
胞
に
於

τ
ピ
官
H
L
且
H
O
E
-
a
r
-
-
o
n
0
3
2
・

-随

5
2
の
協
議
曾
を
聞
き

εの
決
議
ご

L
て
議
曾
に
於
り
る
則
合
紫
古
聯
盟
を
締
結
す
る
こ
己
に
な
り
、
帰
京
市
は



l
i
-
-
V
-
J
-
A
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t
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j
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共
同
組
合
会
図
鑑
合
の
協
議
品
目
の
希
望
す
る
所
の
事
情
仁
つ
い
て
之
に
必
要
な
る
立
法
上
の
行
動
及
議
曾
に
於
り

る
行
動
は
、
総
プ
し
之
を
議
品
目
仁
於
け
る
枇
曾
主
義
者
の
困
憾
に
一
任
す
る
こ
ピ
、
[
た
ο

此
の
決
議
が
潟
さ
れ

τ以
後
は
従
来
共
同
組
合
の
行
っ
て
来
た
経
泌
的
運
動
は
政
治
的
運
動
に
畿
化

t
、
従
一
1
E
仁
反
謝
な
る
立
場
に

あ
る
組
合
が
劃
立
L
t
勢
力
を
守
ふ

mm他
叫
が
治
h
附
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
即
も
政
治
上

ω所
嵐
を
回
去
に
す
る
組
〈
H

が
同
一
地
方
に
於
T
L
重
波

L
τ
組
威
川
d

れ
る
ご
ピ
、
な
h
J
、
基
ず
り
聞
に
制
作
為
d

反
日
正
激
烈
な
る
競
争
ご
を
見
る

二
匹
レ
ク

Z
o

-----47 

副
品
目
主
義
者
の
共
同
組
令
に
劃
す
る
第
一
の
競
争
者
は
キ
ヤ

y
wノ
ッ
ク
撲
に
属
す
る
共
同
組
合
で
わ
っ
て
、

九
一
九
年
仁
諮
ら
れ
わ
れ
る

h
o
p
p
p
E
N
H
E
5
の
。
。
胃
E
E
E
H同色
E
E
を
本
航
H
E
-
-
て
謝
抗
の
仰
を
採
っ
た
o

此

減
の
勢
力
は
急
速
に
金
制
に
普
及
[
特
仁
山
市
殺
の
勢
力
の
大
な
る
出
方
に
於
て
カ
を
相
官
記
。
新
〈

τ刑
品
自
主
義
的

な
る
「
亦
L
組
合
ご
.

キ
ヤ

y
y
ッ
ク
川
県
の
「
白
」
印
刷
合
ピ
の
謝
立
は
段
々
に
明
瞭
な
も
の
ご
な
つ
わ
い
O

然
る
に
滋
に
叉
新
た
に
一
の
岡
家
主
義
的
な
勢
力
的
下
に
共
同
組
合
運
動
が
表
は
れ
て
来
た
の
で
あ
っ

τ、ヲゼ

れ
は
戦
場
か
ら
蹄
っ
て
来
た
兵
士
山
巡
の
作
れ
る
組
合
で
め
っ
た
の
印
ち
腕
郷
せ
る
兵
士
を
成
る
べ
く
土
地
に
定
着

せ
し
h
u
る
マ
』
ピ
は
た
い
に
師
休
兵
士
の
利
盆
た
る
は
か

h
で
な
〈
、

岡
山
部
的
に
も
亦
食
紐
生
産
を
些
仁
す
る
必
嬰

か
ら
、
大
い
じ
赦
辿
せ
ら
れ
る
所
で
あ
っ
た
。

ξ
こ
で
一
九
一
九
年
に

。日unE
ZωNHOロ色。

ι日
(
リ
0
自『
mwR何
回

HH

(
Z
B
o
z
-
印

0
5目
。
え
〉
丘
団
O

口
旦
と
な
る
も
の
が
闘
中
部
仁
依
て
設
立
せ
ら
れ
、
三
億

9
1
ル
的
資
本
な
以

τ事
業

副首

叢

ゴt

骨
太
利
に
於
け
る
位
柴
制
令
仕
組
勘

が
二
十
三
谷

(
節
ニ
披

ブ【



言両

議

世
大
判

ι於
け
る
品
業
叫
合
化
活
動

静
二
十
三
番
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第

t虎
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It， 
V~ 

を
創
め
約
五
部
へ
ク
タ

l
y
の
土
地
が
級
脱
出
向
さ
れ
る
じ
奈
つ
は
。

そ
し
て
此
の
組
合
は
公
共
同
惟
及
慈
善
幽
髄
の

布
に
崩
す
る
土
地
に
謝
し
て
は
地
代
を
支
掛
っ
て
之
を
仙
受
〈
る
を
得
る
構
利
を
認
め
巳
れ
た
の
で
あ
る
o

崎
体
せ
る
兵
士

μ
多
〈
組
合
を
捲
っ
て
正
式
に
土
地
の
借
用
を
巾
出
で
た
が
、

比
日
後
絡
に
は
政
府
的
官
僚
的
な

事
務

ω出
血
延
に
待
も
切
れ
な
い
で
、
段
々
土
地
占
領
の
二
正
が
行
は
れ
る
に
至
り
、
閥
内
秩

-Mω
廊
弛
ピ
共
に
、

共
勢
は
漸
次
加
担
鰍
な
る
に
至
っ
た
。

一
九
一
九
年
か
ら
-
九
一
一
一
年
仁
至
る
期
間
は
貨
仁
大
い
な
る
無
秩
序
賦
越

を
呈
し
た
時
期
で
ゐ
っ
た
。

E
H
ま
聞
り
者
本
民
、

4

-

一f
ぷ
c
-
I
i
も
る
心
み
な
ら
十
、

tnp
ヵ
4

島
V
J
.
1
l
H
P
J
4
t
t
ι
J

断
中
世
農
民
一
般
に
依

τ行

は
れ
る
仁
王
っ
た
の
は
謂
ム
迄
も
な
い
こ
正
で
、
刷
曾
主
義
者
の
亦
旗
も
キ
ヤ

y

?
ッ
グ
の
崎
一
一
保
も
閥
・
家
主
義
者

ω三
色
旗
も
皆
か
、
る
占
領
軍
の
馬
同
時
.
た
っ
た
り
で
あ
る
。
そ
の
際
占
領
さ
れ
た
る
土
地
は
先
づ
第
一
に
は
中
古

か
ら
日
公
共
所
有
の
土
地
£
思
は
れ
て
居
た
も
の
、

次
に
は
岡
家
や
地
方
闘
鵠
や
其
他
の
公
共
同
組
及
び
慈
善
問
位

等
の
所
街
地
で
ゐ
っ
た
が
、
私
有
地
仁
し
て
ト
口
側
苫
れ
た
る
も
の
も
少
〈
な
か
っ
た
。

そ
[
て
時

ω
政
府
の
カ
を

以
E
L
亡
は
到
底
十
分
に
秩
序
を
維
持
す
る
こ
芭
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
ゐ
る
。

期
〈
て
此

ω無
秩
序
は
如
何
に
成
行
く
べ
き
か
を
媛
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
叱
(
中
に
フ
ア
ッ
ジ
ス
ト
の
運
動

Z
L
ζ
f

」

T
ま
も

c
、

力
円
+
f
i
p
d
1
t
t
d

北
(
の
勢
力
は
急
速
に
又
確
EM
貝
に
会
闘
に
捗
っ
て
扶
植
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
に
か
ら
、
ヲ
ザ4、

の
力
に
依
て
秩
序
は
抽
出
々
に
快
復
さ
れ
る
一
}
ご
仁
な
つ
立
。

右
の
如
き
附
情
の
下
に
於

τ多
(
の
共
同
組
合
は
農
業
経
借
方
面
に
も
創
設
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
等



の
多
〈
は
た
h
v

眼
前
の
利
盆
を
の
み
見
、
専
ら
土
地
を
得
る
こ
之
を
の
み
考
へ

τ、
勝
来
の
計
査
仁
つ
い
て
は
殆

ん
ど
定
見
の
無
か
っ
た
こ
古
は
、
知
山
像
に
難
か
ら
古
る
・
仙
別
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
朕
況
は
市
部
地
方
に
於
て
著
L

か
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。
従
て
新
た
に
諮
ら
れ
た
る
組
合
ご
在
来
の
組
合
ご
の
聞
に
は
激
し
き
反
戚
己
衝
突
ご
の
表

は
れ
る
を
避
け
雛
い
次
第
壬
あ
っ
て
、
其
岬
ず
は
先
づ
主

t
L
て
在
郷
軍
人

ω諮
れ
る
組
合
正
一
刑
品
目
主
義
者
の
組
合

己

ω
聞
に
行
は
れ
た
。
そ
の
敗
勢
炉
ら

L
て
し
壮
郷
平
人
的
造
れ
る
組
合
は
一
時
フ
ア
ッ

v
-
ー
の
組
合
、
己
融
合
す

る
や
う
に
見
ヘ
た
け
れ
ど
も
、

質
際
さ
う
は
行
か
な
か
っ
た
。
山
片
山
mは
在
郷
軍
人

ω組
合
に
不
利
で
段
々
此
(
勢
カ

を
大
陸
ゼ

L
的
、

フ
ア
ッ
シ
ス
ト

ω
方
の
組
合
は
之
仁
反
し
て
泡
々
に
カ
を
獲
た
。

然
ら
ば
フ
ア
ッ
ジ
ス
ト

Z
枇
曾
主
義
者
の
作
れ
る
組
合
ご
の
闘
係
如
何
仁
ピ
見
る
に

プ
ア
ッ
シ
ー
ト
は
必
十

し
も
一
概
に
反
枇
命
自
主
義
的
で
あ
る
ご
い
よ
わ
け
で
は
無
か
っ
た
が
、

そ
の
目
的
ご
す
る
所
は
速
か
に
閥
内
の
秩

序
を
飯
復
L
忌
む
べ
き
無
政
府
的
批
態
を
訂
関

Lτ
新
組
織
を
遺
る
に
あ
っ
た
か
ら
、
枇
府
間
主
義
者
の
作
れ
る
組

会
に
し
て
も
共
産
主
義
的
の
も
の
E
見
ら
れ
非
同
家
的
ご
悦
ま
れ
た
る
も
の
は
、
獄
烈
に
攻
撃
せ
ら
れ
抑
波
ぷ
き

れ
て

L
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
L
て
フ
ア
y

シ
ス
ト
は
自
己
指
講
の
下
仁
新
た
に
共
同
組
合
を
組
成
せ

L
む
る
守
】
ピ
、
な
・
り
、
抑
泊

L
た
る

組
合
を
も
新
た
な
る
立
場
の
上
に
伝
活
ゼ
し
h
u
る
じ
努
め
た
o

ムッ

y
リ-一

l
氏
自
身
も
共
同
組
合
迩
動
に
謝
L

ー
は
同
怖
を
有
す
る
者
で
あ
っ

τ、
彼
は
一
九
一
一
一
年
十
一
月
十
三
日
に
宣
言
を
殺
[
て
、
共
同
組
合
が
そ
の
本

諭

3世

伊
太
別
に
於
り
る
農
業
枇
合
化
閉
山
勘

相
即
て
イ
三
谷

(
節
二
杭

九
五
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分
を
忘
れ
て
政
治
上
や
白
川
滋
上
の
守
に
授
剥
す
る
こ
言
な
〈
、
枇
命
日
公
共
の
一
澗
利
の
骨
岬
め
仁
着
賞
に
働
く
も
の
で

あ
る
限
h
大
い
に
推
奨
す
べ
き
も
の
た
る
を
明
か
じ

L
、
炉
、
る
組
合
で
あ
る
限
り
・
ぞ
れ
は
自
己
責
任
の
養
成
所

で
あ
り
訓
練
の
問
中
校
一
Y
あ
る
ピ
説
い
セ
o

壬
[
て
組
合
は
凶
家
か
ら
た
い
γ

徒
ら
仁
目
的
補
助
を
受
け
る

e

」
ど
を
岡
山

は
な
い
で
、
自
立
す
る
に
労
む
べ
き
も

ωで
あ
る
。
闘
中
部
は
之
に
針
[
て
た
い

V

毛

1
一
フ
ル
な
援
助
を
列
ム
る
に
池

ぎ
さ
る
ぺ
き
筈
の
も
の

ak
ご
尚
叫
慨
し
た
。

期
(
て
共
同
組
合
は
e

】
の
大
方
針
に
従
ひ
‘
一
つ
じ
は
純
縦
抑
的
運
動
ご
し
て
進
み
政
治
上
及
び
京
放
上

ω
持

派
か
ら
超
越
す
べ
き
て
九
二
つ
仁
は
財
的
に
自
給
自
足
た
る
ヰ
河
ニ
デ
ゼ
立
場
正
ー
し
て
新
た
に
陣
絡
を
蜂
ふ
る

こ
正
、
な
っ
た
o

ヲ
だ
し
て
一
九
二
一
年
に
は
ア
ア
ツ
ジ
ス
ト
組
合
の
本
傍
ピ
し
て
自
民
刊
の
弘
O

H

E
ロ
B
o
p
-
F

P
。吉岡山

R
E
が
設
け
ら
れ
、
其
後
此
娠
の
共
同
組
合
の
楼
展
は
著
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
的
も
一
九
二
三
年
七

月
に
催
さ
れ
た
る
プ
γ

ッ
V

ス
ト
大
協
議
命
日
の
折
に
示
苫
れ
た
る
一
加
に
よ
れ
ば
、
所
踊
組
合
数
一
、
八
四
六
、
組

合
員
数
三
四
入
、
二
七
じ
人
、
資
本
金
四
二
、
七
五

O
、
O
O
O
P
1
ぺ
取
扱
金
額
六
五

O
百
高
リ

1
片
で
あ
っ

て
、
阪
設
聯
合
曾
四
三
建
設
中
の
も
の
ニ

O
で
あ
っ
た
。
峰
な
り
正
請
は
な
げ
れ

rな
ら
泊
。

以
上
示
す
所
に
よ
っ
て
見
れ
ば
.
伊
太
利
に
於
け
る
農
業
枇
台
化
運
動
は
、
純
然
た
る
枇
品
目
主
義
的
計
査
じ
依

て
行
は
れ
ん
ご
す
る
も
の
も
ゐ
れ
ば
、
又
産
業
組
合
主
義
に
憐
て
共
同
主
義
の
加
味
を
以

τ尚
足
す
る
も
の
も
あ

り
、
之
ヶ
一
の
纏
っ
た
刷
曾
化
運
動
ご
見
る

-
1こ
は
困
難
で
ゐ
る
t

ぞ
れ
に
一
メ
ア
ア
ッ
ジ
ユ
ト
の
立
場
ご
す
る
所

も
た
己
へ
大
穂
に
於
て
凶
家
主
義
的
な
h

z
は
い
へ
、
十
分
明
確
な
ら

5
る
鮎
も
あ
る
次
第
な
れ
ば
、
此
等
の
諸

Vl_t Lloyd， op. cit. p. 97 -} 1ι 
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勢
力

ω下
じ
行
は
れ
る
共
同
組
合
運
動
は
、
共

ω立
場
・
己
目
的
、
』
任
務
正
に
つ
い
て
、
甚
に
混
雑
せ
る
附
あ
る
を

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従

τ異
ん
ど
の
融
合
化
辺
助
と
見
ら
る
ぺ
己
も
の
は
運
動
小

ω
一
一
介
伐
を
潟
す
に
過
ぎ

e
き
る
を
育
み
難
い
。
そ
し

t
刷
曾
主
義
的
傾
向
が
勢
力
を
山
め
た
る
三
百
ご
に
よ
り
、
山
の
一
般
朕
況
の
推
移
に

従

τ操
業
に
於
付
る
共
同
組
命
運
動
も
、
或
は
大
い
に
農
業
枇
佐
川
化
の
目
的
に
接
近
す
る
こ
ご
も
ぬ
れ
ば
、
又
之

を
退
か
り
行
く
-
)
ご
も
ゐ
る
。
ブ
ア
ヅ
ジ
ス
ト
が
封
慨
を
羊
挺
し
て
居
る
現
朕
に
於
て
、
運
動
が
一
般
的
に
此
曾

主
義
的
傾
向
に
迷

yhr
る
は
、
掬
に
止
む
を
得
ぎ
る
所
で
の
っ
て
、
枇
曾
化
a
連
動
ご
し
て
の
勢
力
は
仰
出
せ
ら
れ

こ
そ
す
れ
、
大
い
に
促
進
ヨ
る
、
こ
ご
の
な
か
る
ぺ
き
は
湖
沼
像
に
叫
拙
か
ら
ざ
る
出
別
で
あ
る
。
共
同
組
合
迩
動
は
一

般
的
に
産
業
組
令
主
義
仁
似
〈
を
品
川
れ
符
な
い
笹
で
あ
る
。

特
に
共
同
組
令
辿
動
じ
謝
[
て
、
ア
ア
ツ
シ
ス
ト
が
い
辿
勤
の
政
治
的
央
味
を
去
ム
リ
、
之
を
純
然
た
る
総
務
辿
動

化
ら

L
め
ん
ご
す
る
態
度
以
最
も
訪
日
仁
鈍
す
る
所
た
ら
さ
る
を
得
な
い
o

徹
氏
せ
る
農
業
刑
向
化
迩
動
は
或
程

度
ま
で
は
政
治
的
漣
動
な
る
性
質
を
帯
ぷ
る
を
巡
り
難
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
蓮
動
U
1
h
b

政
治
運
動
を
取
去
っ
て

L
ま
う
こ
己
は
、
運
動
の
判
却
を
扱
き
去
る
所
以
だ
る
に
外
な
ら
十
、
新
〈
て
運
動
は
所
詮
大
い
な
る
改
革
運
動
正

は
な
り
待
ざ
る
仁
終
る
べ
き
を
終
知
す
る
に
足
ち
る
。
今
後
伊
太
利

ω政
局
が
如
何
に
縫
仰
し
プ
ア

y
v
・4
、λ
ム

政
治
が
ど
こ
土
で
秘
主
又
ど
F

}

ま
で
後
瓜
す
る
か
知
れ
な
い
が
、
そ
の
泊
長
如
何
は
や
が
て
農
業
川
合
化
運
動
の

上
に
も
影
響
す
る
所
正
な
り
、
そ
れ
が
制
品
目
主
義
的
な
る
運
動
じ
似
〈
か
、
産
業
組
合
主
義
税
皮

ω共
同
化
に
よ

h
J
多
く
傾
〈
か
は
、
大
関
之
仁
依
て
定
ま
る
、
〕
己
で
め
ら
う
o
市
却
封
を
し
て
之
を
決
定
せ
し
め
る
外
は
な
い
こ
正

涌お
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